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誰
も
が
安
心
し
て
出
産
・
子
育

て
が
で
き
る
よ
う
、
伴
走
型
の
相

談
事
業
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、

経
済
的
に
困
窮
す
る
妊
婦
の
支
援

を
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、
子
ど
も

医
療
費
助
成
事
業
の
助
成
対
象
年

齢
を
18
歳
到
達
年
度
末
ま
で
拡
充

し
、
子
育
て
世
代
の
経
済
的
負
担

を
軽
減
し
ま
す
。
放
課
後
児
童
会

に
つ
い
て
は
、
民
間
法
人
な
ど
が

開
設
す
る
放
課
後
児
童
会
の
運
営

や
夏
季
休
業
期
間
の
預
か
り
事
業

を
支
援
し
、
新
た
な
受
け
皿
の
確

保
を
図
り
ま
す
。

　
学
校
の
小
規
模
化
へ
の
対
応
と

し
て
、
南
花
台
地
区
に
続
い
て
美

加
の
台
地
区
に
お
い
て
も
施
設
一

体
型
小
中
一
貫
教
育
推
進
校
整
備

の
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。
ま
た
、

夏
の
暑
さ
に
対
す
る
熱
中
症
対
策

と
し
て
、
小
中
学
校
の
体
育
館
に

空
調
設
備
を
設
置
し
、
教
育
環
境

の
改
善
に
努
め
ま
す
。さ
ら
に
、小

学
校
に
加
え
中
学
校
全
員
給
食
の

実
施
に
向
け
て
取
り
組
み
を
進
め

ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
再
編
整

備
に
つ
い
て
、
全
市
的
な
ま
ち
づ

く
り
と
連
動
し
な
が
ら
、
中
長
期

的
な
構
想
の
具
体
化
を
図
り
ま
す
。

　
ス
マ
ー
ト
エ
イ
ジ
ン
グ
事
業
に

つ
い
て
、
南
花
台
地
区
に
留
ま
ら

ず
他
地
区
へ
の
横
展
開
を
進
め
る

と
と
も
に
、
南
花
台
地
区
で
は
サ

ッ
カ
ー
ス
タ
ジ
ア
ム
を
軸
と
し
た

「（
仮
称
）
南
花
台
中
央
公
園
」
の

整
備
を
進
め
ま
す
。
さ
ら
に
、
先

端
技
術
を
用
い
た
遠
隔
診
療
の
仕

組
み
の
構
築
に
引
き
続
き
取
り
組

み
、
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
ら
れ

る
ま
ち
づ
く
り
に
つ
な
げ
ま
す
。

　
次
に
、
加
齢
性
難
聴
者
の
社
会

参
加
を
促
進
す
る
た
め
、
補
聴
器

購
入
費
用
助
成
を
実
施
し
ま
す
。

ま
た
、
犯
罪
被
害
者
な
ど
の
経
済

的
な
負
担
軽
減
を
図
る
た
め
、
見

舞
金
の
支
給
を
実
施
し
ま
す
。

　
環
境
の
取
り
組
み
で
は
、個
人
・

民
間
事
業
者
向
け
の
補
助
事
業
を

拡
充
し
、
脱
炭
素
社
会
に
向
け
た

ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。
ま

た
、
ご
み
出
し
や
ご
み
の
収
集
に

か
か
る
課
題
解
決
に
向
け
、
ふ
れ

あ
い
収
集
の
拡
充
や
公
設
ご
み
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
の
設
置
、
鳥
獣
被
害

防
止
管
理
物
品
の
購
入
費
用
補
助

制
度
の
創
設
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

取
り
組
み
を
展
開
し
、
利
便
性
の

向
上
を
図
り
ま
す
。

　
２
０
２
５
大
阪
・
関
西
万
博
の

開
催
も
見
据
え
、
観
光
資
源
を
活

か
し
た
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
や
交
流

人
口
の
増
加
に
向
け
た
取
り
組
み

を
進
め
ま
す
。
ま
た
、
ブ
ラ
ン
デ

ィ
ン
グ
事
業
に
基
づ
き
、「
つ
な
が

る
河
内
長
野
」
推
進
事
業
と
し
て

市
制
施
行
70
周
年
の
催
事
な
ど
を

開
催
す
る
と
と
も
に
、
万
博
に
向

け
て
広
く
市
民
や
事
業
者
、
関
係

団
体
を
巻
き
込
む
体
制
づ
く
り
に

取
り
組
み
ま
す
。
さ
ら
に
、
原
動

機
付
自
転
車
の
ご
当
地
ナ
ン
バ
ー

プ
レ
ー
ト
を
導
入
し
、
市
民
の
み

な
さ
ん
が
誇
れ
る
ま
ち
づ
く
り
に

つ
な
が
る
シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
を

醸
成
し
ま
す
。

　
次
に
、
産
業
振
興
と
し
て
、
赤

峰
市
民
広
場
の
産
業
用
地
化
に
向

け
た
取
り
組
み
を
は
じ
め
、
オ
ー

プ
ン
カ
ン
パ
ニ
ー
「
ワ
ー
ク
ワ
ク

ワ
ク
河
内
長
野
」
を
継
続
し
て
実

施
し
、
市
内
事
業
者
の
連
携
強
化

や
販
路
拡
大
、
新
た
な
雇
用
な
ど

に
つ
な
が
る
仕
組
み
を
構
築
し
ま

す
。
交
通
の
利
便
性
向
上
を
図
る

た
め
、
堺
方
面
へ
の
ア
ク
セ
ス
道

路
の
整
備
に
向
け
て
取
り
組
む
と

と
も
に
、
大
阪
南
部
高
速
道
路
の

事
業
化
に
向
け
て
、引
き
続
き
国
・

府
に
積
極
的
に
働
き
か
け
ま
す
。　

　
さ
ら
に
、
モ
ッ
ク
ル
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
バ
ス
の
実
証
運
行
な
ど
を
行

い
、
公
共
交
通
網
の
再
構
築
を
め
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ざ
し
ま
す
。
ま
た
、
小
山
田
西
地

区
お
よ
び
高
向
・
上
原
地
区
の
ま

ち
づ
く
り
で
は
、
土
地
利
用
の
促

進
を
図
る
と
と
も
に
、
河
内
長
野

駅
周
辺
の
中
心
市
街
地
の
活
性
化

を
検
討
し
ま
す
。

　
市
民
の
利
便
性
向
上
や
行
政
事

務
の
効
率
化
に
向
け
、
Ｄ
Ｘ
を
推

進
し
ま
す
。
ま
た
、
自
治
体
情
報

シ
ス
テ
ム
の
標
準
化
・
共
通
化
に

取
り
組
む
と
と
も
に
、
自
治
会
活

動
の
担
い
手
不
足
や
役
員
の
負
担

軽
減
を
図
る
た
め
の
導
入
実
証
事

業
を
実
施
す
る
な
ど
、
地
域
活
動

で
の
Ｄ
Ｘ
化
も
推
進
し
ま
す
。

　
設
置
か
ら
長
期
間
経
過
し
た
遊

具
な
ど
の
公
園
施
設
に
つ
い
て
、

よ
り
効
果
的
・
効
率
的
な
公
園
運

営
を
行
う
た
め
、
ス
ト
ッ
ク
再
編

を
検
討
す
る
と
と
も
に
、
公
共
施

設
な
ど
に
つ
い
て
各
種
計
画
に
基

づ
く
適
正
管
理
を
進
め
ま
す
。
さ

ら
に
、
従
来
の
公
民
連
携
に
加
え
、

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
人
材
派
遣

型
な
ど
の
枠
組
み
も
活
用
し
、
民

間
事
業
者
の
ノ
ウ
ハ
ウ
活
用
や
関

係
人
口
の
創
出
・
拡
大
に
取
り
組

み
ま
す
。

特集

　
産
業
用
地
の
確
保
に
向
け
た
取

り
組
み
な
ど
、雇
用
を
創
出
し
、税

源
涵か

ん

養よ
う

に
資
す
る
施
策
に
資
源
を

投
入
し
、
地
域
経
済
の
活
性
化
に

よ
る
税
収
の
底
上
げ
を
図
り
ま
す
。

ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て
、
市
内

事
業
者
な
ど
と
連
携
し
魅
力
的
な

謝
礼
品
の
充
実
に
積
極
的
に
取
り

組
む
と
と
も
に
、
市
外
事
業
者
と

の
連
携
も
強
化
し
、
企
業
版
ふ
る

さ
と
納
税
の
拡
大
に
も
努
め
ま
す
。

引
き
続
き
基
金
の
債
券
運
用
に
よ

る
運
用
収
益
の
確
保
を
図
る
と
と

も
に
、
市
有
財
産
の
売
却
や
貸
与
、

ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
の
活
用
な
ど

に
よ
る
歳
入
確
保
に
も
努
め
ま
す
。

　
市
制
施
行
70
周
年
の
節
目
を
迎

え
る
本
市
で
す
が
、
市
民
の
み
な

さ
ん
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち

づ
く
り
、
市
民
の
み
な
さ
ん
が
誇

れ
る
ま
ち
づ
く
り
、
ま
た
、
人
々

に
選
ば
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指

し
、
本
市
の
魅
力
を
未
来
へ
と
つ

な
い
で
い
け
る
よ
う
さ
ら
に
邁
進

し
ま
す
の
で
、
な
お
一
層
の
ご
支

援
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

施政方針骨子

令和6 年度予算特集

令和6年度予算

令
和
６
年
度
も
、
資
源
を
活
か
し
て
工
夫
を
重
ね

快
適
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
「
ス
マ
ー
ト
ラ
イ
フ
」

観
光
で
訪
れ
る
ま
ち
「
ス
マ
ー
ト
ツ
ー
リ
ズ
ム
」

効
率
的
で
便
利
な
ま
ち
「
ス
マ
ー
ト
ガ
バ
メ
ン
ト
」

こ
れ
ら
の
施
策
遂
行
の
土
台
と
し
て
、

安
定
し
た
財
政
基
盤
の
確
立「
ス
マ
ー
ト
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
」
を

新
た
な
柱
に
位
置
付
け
、

人
々
に
選
ば
れ
る
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

市
長
島
田
智
明

スマートシティ
実現に向けて

新たな価値を創造するまち

快
適
に
暮
ら
せ
る
ま
ち

ス
マ
ー
ト
ラ
イ
フ

観
光
で
訪
れ
る
ま
ち

ス
マ
ー
ト
ツ
ー
リ
ズ
ム

効
率
的
で
便
利
な
ま
ち

ス
マ
ー
ト
ガ
バ
メ
ン
ト

安
定
し
た
財
政
基
盤
の
確
立

ス
マ
ー
ト
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
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ス
マ
ー
ト
ツ
ー
リ
ズ
ム

問政策企画課令和6年度主要施策

観光振興事業　1,752万円
大阪・関西万博の開催を見
据え、観光魅力を活かした
ＰＲ事業や観光客受け入れ
の環境整備を行い、交流人
口や観光消費を高め、持続
可能な観光振興に取り組み
ます。

小山田西地区地域活性化の促進　
5,456万8千円
堺アクセス（堺市臨海部へのネットワーク）の実現と産業用地
の創出を目的として、組合による土地区画整理事業の事業化を
支援するとともに、新設道路にかかる調査・設計を行います。

犯罪被害者等への見舞金支給　40万円
犯罪被害者等が受けた被害による経済的負
担の軽減を図るため、見舞金を支給します。

公共交通網再構築のための実証運行　
2,227万9千円
乗務員不足などによりバス交通網の維持が課題となっているこ
とから、市内移動の潜在需要把握を目的としたモックルコミュ
ニティバスの実証運行などを行い、公共交通網の再構築を目指
します。

産業活力向上事業　1,070万6千円
力強い成長を遂げようとする市内事業者を支援するため、セミ
ナーなどの参加支援やオープンカンパニー「ワークワクワク河
内長野」の実施、BCP作成支援などを行います。

浸水対策事業　1,100万円
防災力の強化を図るため、浸水が確認され
ている地区の浸水被害軽減対策を行います。

スポーツ施設の再編整備の推進　
500万円
市内に分散し老朽化が進むス
ポーツ施設の再編整備に向け
たスポーツ施設再編基本計画
を策定します。

加齢性難聴補聴器の購入費助成
125万円
加齢にともない聴力が低下
した高齢者に対し、円滑な
コミュニケーションの確保
と社会参加を促すため、補
聴器の購入に要する費用の
一部を助成します。

スマートエイジング・シティの推進
11億 3,626万3千円
まちづくり施策の展開や移動支援サービス
の横展開事業の推進、遠隔診療の仕組みや
生体認証による決済システムの構築実証、
（仮称）南花台中央公園の整備を推進し、
市域全体の魅力向上を図ります。

成年後見制度の利用促進　836万円
認知症、知的障がい、精神
障がいなどにより判断能力
が十分でない市民が成年後
見制度を適切に利用できる
よう、後見支援センター設
置をはじめ、住み慣れた地
域で安心して暮らせる環境
を整備します。

地球温暖化対策の推進　6,415万円
2050 年までのゼロカーボン達成に向け、
個人・民間向けの補助事業や「デコ活」
の普及啓発を実施し、市民意識の醸成と
行動喚起を促すことで脱炭素社会に向け
たまちづくりを推進します。

家庭ごみ収集の取り組み　1億8,283万5千円
高齢化の進展、共働き家庭や単身者の増加、
ライフスタイルの多様化などにより、顕在
化している課題に対応するため、ふれあい
収集の拡充、公設ごみステーションの設置、
鳥獣被害防止管理物品の購入費用補助、ペッ
トボトルの夏季収集回数の増加などの取り
組みを実施し、利便性の向上を図ります。

つながる河内長野の推進　2,991万8千円
本市のブランド理念などに
基づき市制施行 70 周年記
念事業を実施しシビックプ
ライドの醸成を図るととも
に、人・もの・ことが有機
的につながることで、大阪・
関西万博後の新たなまちづ
くりにつなげます。

中学校全員給食に向けた
新学校給食センターの整備
4 億2,219万5千円
令和９年１月からの中学校に
おける全員給食の実施に向
け、新たな学校給食センター
の整備を進めます。

民間法人が運営する放課後
児童会への助成や、認定こ
ども園などで実施する小学
生を対象とした夏季休業期
間中の預かり事業を支援し、
こどもたちに遊びや生活の
場を提供します。

施設一体型小中一貫教育推進校整備
1,500万円
河内長野市学校のあり方の方針に基づき、
児童・生徒の減少による学校の小規模化か
ら生じる課題への対応策として、美加の台
地区における施設一体型小中一貫教育推進
校の整備を進めます。

学校体育館への空調整備　
2 億9,830万円
児童・生徒の健康と快適な学習環境を提供
するため、熱中症対策として体育館空調の
整備を進めます。

こどもファミリーセンターの設置　5,255 万3千円
母子保健と児童福祉の一体的な運営を行うた
め、「こどもファミリーセンター」を設置し、
妊産婦、子ども、子育て世帯への適切な支援
を行います。

ス
マ
ー
ト
ラ
イ
フ

都市公園整備事業（公園整備・再編計画策定業務）
2,200万円
本市唯一の総合公園である寺ケ池公園全体の整備方針を検討し
リニューアルに向け取り組むとともに、市内公園の利用状況や
ニーズ把握を行い、公園施設の再編に向けた調査・検討を行い
ます。

S M A R T  TOURIS M

S M A R T  TOURIS M

S M A R T  L I F E

S M A R T  L I F E

S M A R T  L I F E

市役所の住所・電話番号などは２ページをご覧ください▶

令和6 年度予算特集

ス
マ
ー
ト

ガ
バ
メ
ン
ト

夏季休業期間預かり事業
150 万円

民間放課後児童会運営事業
1,168 万8千円



67 広報かわちながの 2024年（令和 6年）５月号 広報かわちながの 2024年（令和 6年）５月号

●市民１人（１世帯）あたりの一般会計予算

●市民１人あたりの予算使用用途

歳出
（目的別）

民生費（49.7％）
207億2,498万7千円

教育費（9.0％）
37億6,028万1千円

総務費（13.0％）　
54億4,027万3千円

公債費（6.7％）
27億9,301万8千円

衛生費（8.0％）
33億2,679万1千円

土木費（7.1％）
29億7,494万3千円

消防費（3.5％）
14億7,360万円

その他（1.9％）　
7億8,866万8千円

農林業費（1.1％）　
4億4,543万9千円

会計名 令和6年度予算額（千円） 前年度からの増減額（千円） 増減率（％）
一 般 会 計 41,728,000 2,666,000 6.8
特 別 会 計 27,757,495 101,738 0.4

国民健康保険事業勘定 12,170,111 ▲ 600,702 ▲ 4.7
土 地 取 得 118,020 ▲ 319 ▲ 0.3
部 落 有 財 産 180 169 1536.4
介 護 保 険 12,632,363 485,242 4.0
後期高齢者医療 2,836,821 217,348 8.3

公営企業会計 9,636,914 ▲ 132,518 ▲ 1.4
水 道 事 業 3,529,177 ▲ 593,517 ▲ 14.4
下 水 道 事 業 6,107,737 460,999  8.2
合計 79,122,409 2,635,220 3.4

年度末市債残高の推移
令和 4 年度決算額 522 億 6,400 万円
令和 5 年度見込額 518 億 5,900 万円
令和 6 年度見込額 499 億 7,100 万円

民生費 高齢者、児童の福祉のために
208,900 円

総務費 情報化や自治の推進のために
54,800 円

教育費 学校や公民館、図書館などに
37,900 円

衛生費 ごみの処理や病気の予防のために
33,500 円

土木費 道路や河川、公園の整備のために
30,000 円

公債費 借金の返済のために
28,100 円

消防費
消防活動や防災のために

14,800 円

その他 農林業費などに
12,500 円

年度末基金残高の推移
令和 4 年度決算額 163 億 9,000 万円
令和 5 年度見込額 164 億 7,800 万円
令和 6 年度見込額 153 億 5,100 万円

※上記の市債・基金残高には特別会計、公営企業会計を含みます。

（性質別）（目的別）

●市債・基金残高 ●会計別予算

令和 6 年度

当初予算が決まりました

市税（27.1％）
113億257万7千円

寄附金(1.9％)
8億円732万円

繰入金(4.0%)
16億7,585万7千円

その他(2.5％)
10億3,601万1千円

地方交付税
（20.4％）
84億9,800万円

国庫支出金（21.3％）
89億595万2千円

府支出金（8.4％）
34億8,162万7千円

その他（3.0％）12億3,962万3千円

使用料及び手数料
(1.6％)
6億6,713万3千円

市債（4.5％）
18億9,220万円

歳入

自主財源
（37.1％）

依存財源
（62.9％）

地方消費税交付金
（5.3％）
22億2,170万円

投資的経費
（8.2％）

維持補修費（0.5％）
1億9,696万2千円

貸付金（0.1％）5,146万7千円

普通建設事業費（7.9％）　
33億925万7千円

災害復旧事業費（0.3％）
1億2,068万3千円

物件費（13.8％）
57億6,614万円

補助費等（11.9％）
49億8,081万8千円

繰出金（12.7％）
53億87万6千円

人件費（13.6％）
56億7,381万3千円
　

扶助費（30.0％）
125億319万4千円

公債費（6.7％）
27億9,300万8千円

予備費（0.1%）5,000万円
積立金（2.4％）
9億8,178万2千円

その他経費
（41.5％）

義務的経費
（50.3％）歳出

（性質別）

※数値は各項目ごとに四捨五入などの調整をしています。
※予算の詳細は、情報コーナー (市役所1 階 )や図書館、市ホームページなどで閲覧できます。

　
令
和
６
年
度
は
、
一
般
会
計
と
特
別

会
計
、
公
営
企
業
会
計
を
あ
わ
せ
た
総

額
は
、
前
年
度
と
比
べ
て
３
・
４
％
の

増
加
、一
般
会
計
の
み
で
は
６
・
８
％
の

増
加
と
な
り
ま
し
た
。

　
歳
入
面
で
は
、
前
年
度
と
比
べ
国
庫

補
助
金
を
活
用
し
た
事
業
の
増
加
な
ど

に
よ
り
国
庫
支
出
金
の
増
加
を
見
込
む

一
方
、地
方
財
政
収
支
の
不
足
額
を
補
て

ん
す
る
た
め
、
各
地
方
公
共
団
体
が
特

例
と
し
て
発
行
す
る
臨
時
財
政
対
策
債

は
減
少
と
な
り
ま
し
た
。
一
方
、
歳
出
面

で
は
、（
仮
称
）
南
花
台
中
央
公
園
整
備

事
業
や
新
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
整
備
事

業
に
よ
る
建
設
費
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　
今
後
も
持
続
可
能
な
行
政
経
営
を
行

う
た
め
、「
現
場
視
点
」
に
よ
る
事
業
の

見
直
し
と
、「
全
庁
視
点
」
に
よ
る
横
断

的
、
全
庁
的
な
取
り
組
み
を
進
め
な
が

ら
、
十
分
に
議
論
を
重
ね
、「
収
支
均
衡

の
予
算
編
成
」
を
行
い
ま
し
た
。
人
口

減
少
や
高
齢
化
の
進
展
が
見
込
ま
れ
、

物
価
高
騰
の
影
響
が
続
く
こ
と
が
予
想

さ
れ
る
な
ど
、
本
市
を
取
り
巻
く
財
政

環
境
は
厳
し
い
状
況
で
す
。
引
き
続
き
、

さ
ら
な
る
業
務
の
効
率
化
を
は
じ
め
と

し
た
行
財
政
改
革
を
進
め
る
こ
と
で
、

資
源
を
活
か
し
て
工
夫
を
重
ね
、
新
た

な
価
値
を
創
造
す
る
ま
ち
「
ス
マ
ー
ト

シ
テ
ィ
」
の
実
現
に
向
け
、
着
実
に
取

り
組
み
を
進
め
ま
す
。

�
財
政
課

市役所の住所・電話番号などは２ページをご覧ください▶

一 般 会 計 　 417 億2,800万円
特 別 会 計 277億5,749万 5千円
公営企業会計　 96億3,691 万4千円

総額 791億2,240 万9千円

    歳出
総額417億2,800万円

一般会計    歳入
総額417億2,800万円

一般会計

市民１人当たりの予算 市民１人当たりの借金 市民１人当たりの貯金 １世帯当たりの予算 令和5年12月末現在
人口　：99,226人
世帯数：47,535世帯420,500 円 270,000 円 128,100 円 877,800 円

一
般
会
計
と
そ
の
他
の
会
計
　
一
般

会
計
と
は
、
市
の
予
算
の
中
心
と
な

る
会
計
で
、
行
政
運
営
の
た
め
の
基

本
的
な
経
費
が
含
ま
れ
ま
す
。一
方
、

そ
の
他
の
会
計
は
、
特
定
の
事
業
の

歳
入
歳
出
を
一
般
会
計
と
区
別
し
て

処
理
す
る
た
め
の
会
計
で
、
特
別
会

計
や
公
営
企
業
会
計
が
あ
り
ま
す
。

市
債
　
建
設
事
業
な
ど
の
資
金
と

し
て
、
国
や
銀
行
か
ら
借
り
入
れ
る

も
の
。
ま
た
、
地
方
交
付
税
の
減
収

に
よ
る
財
源
不
足
を
補
う
た
め
な
ど

に
も
発
行
さ
れ
ま
す
。

基
金
　
特
定
の
目
的
の
た
め
に
財

産
を
維
持
し
た
り
、
資
金
を
積
み

立
て
た
り
す
る
た
め
に
設
け
る
も

の
で
す
。

地
方
交
付
税
　
全
国
の
市
町
村
が

同
じ
水
準
の
行
政
を
進
め
ら
れ
る

よ
う
、
財
政
運
営
の
均
衡
を
と
る

た
め
に
国
か
ら
交
付
さ
れ
る
お
金

で
す
。

国
庫（
府
）支
出
金
　
国
や
府
が
、

市
な
ど
に
対
し
て
支
出
す
る
使
途

を
特
定
し
た
お
金
で
、
補
助
金
や
交

付
金
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

繰
入
金
と
繰
出
金
　
一
般
会
計
、
特

別
会
計
、
基
金
の
間
で
相
互
に
支
出

さ
れ
る
経
費
で
、
他
の
会
計
か
ら
そ

の
会
計
に
資
金
が
移
さ
れ
る
場
合

が
「
繰
入
」、
他
の
会
計
に
資
金
を

移
す
場
合
を「
繰
出
」と
い
い
ま
す
。

●
財
政
用
語
の
解
説

令和6 年度予算特集
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スタート
（市役所）

ゴール

警察署

長野小学校

ラブリーホール

長野中学校

河
内
長
野
駅

キックス

七つ辻

大阪外環状線

南海高野線170

310

170

市役所の住所・電話番号などは２ページをご覧ください▶

況となることが見込まれるため、可
能な限りの経費削減を行うとともに
財源の確保などに努めていきます。　
　上下水道事業は、市民のみなさん
の生命や財産、生活環境を支える重
要なインフラであることから、老朽
化した施設の更新を進めるとともに、
大規模な災害時などに備え、施設の
耐震化対策を計画的に進めていき
ます。
※詳細は市ホーム
ページをご覧ください。

暮
ら
し

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
中
の

ご
み
収
集
・
し
尿
汲
み
取
り

期
間　
４
月
27
日
㈯
〜
５
月
６
日
㉁

●
ご
み
収
集
（
家
庭
・
事
業
所
）・
ふ

れ
あ
い
収
集

　
通
常
ど
お
り
に
収
集
し
ま
す
。

●
し
尿
汲
み
取
り

　
定
期
収
集
は
通
常
の
日
程
と
異
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
臨
時
の
汲
み

取
り
に
つ
い
て
、
土
・
日
・
祝
日
は

行
い
ま
せ
ん
。

問
環
境
衛
生
課

ふ
れ
あ
い
収
集
の
拡
充

　
令
和
６
年
４
月
１
日
か
ら
ふ
れ
あ

い
収
集
の
対
象
者
の
要
件
を
緩
和
・

拡
充
し
、
今
ま
で
よ
り
も
利
用
し
や

す
い
制
度
と
な
り
ま
し
た
。
ご
み
出

し
に
お
困
り
の
世
帯
は
ぜ
ひ
ご
活
用

く
だ
さ
い
。
主
な
変
更
点
は
次
の
と

お
り
で
す
。

◎
要
介
護
２
以
上
の
要
件
を
要
介
護

１
以
上
の
世
帯
か
ら
利
用
で
き
る
よ

う
変
更
し
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
ま
た
は

ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
が

必
須
条
件
で
は
な
く
な
り
ま
し
た
。

◎
要
支
援
１
ま
た
は
要
支
援
２
の
世

帯
も
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
（
医
師
の
診
断
書
が
必
要
な
場
合

も
あ
り
ま
す
）。

◎
病
気
や
け
が
な
ど
で
一
時
的
に

ご
み
出
し
で
き
な
い
場
合
も
、
期

間
限
定
で
利
用
で
き
ま
す
（
医
師

の
意
見
書
が
必
要
）。

◎
妊
娠
中
の
人
も
利
用
で
き
ま
す

（
妊
娠
届
出
日
か
ら
1
年
以
内
で

家
族
な
ど
の
協
力
を
得
ら
れ
な
い

人
に
限
る
）。

※
詳
細
は
下
記
Ｑ
Ｒ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
環
境
衛
生
課

資
源
集
団
回
収
の

制
度
変
更
に
つ
い
て

●
今
年
度
か
ら
交
付
申
請
は
年
１

回
に

　
令
和
６
年
度
分（
４
月
〜
12
月
）

の
資
源
集
団
回
収
助
成
金
は
、
来

年
１
月
15
日
ま
で
に
環
境
衛
生
課

に
交
付
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

●
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
交
付
申
請

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す

　
市
役
所
へ
来
庁
せ
ず
、
自
宅
か

ら
申
請
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

※
申
請
は
12
月
16
日
か
ら
。

問
環
境
衛
生
課

違
法
な
不
用
品
回
収
に
注
意

　
無
料
で
不
用
品
を
回
収
す
る
な

ど
派
手
に
宣
伝
し
て
い
る
業
者
の

多
く
は
、
違
法
業
者
の
可
能
性
が

あ
り
、
実
際
に
は
費
用
を
請
求
さ
れ

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
引
き
渡
し
た
不
用
品
が
不

法
投
棄
さ
れ
た
場
合
は
、
も
と
の
所

有
者
に
も
責
任
が
お
よ
ぶ
こ
と
が
あ

り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
住
ま
な
く
な
っ
た
家
の
片
付
け
な

ど
を
業
者
に
依
頼
す
る
場
合
、
そ
の

業
者
が
ご
み
の
運
搬
も
請
け
負
う
こ

と
は
違
法
で
す
。

問
環
境
衛
生
課

上下水道ビジョンを見直しました

　本市では、人口減少などにともなう収益の減少を考慮し
ながら、老朽化した施設の更新や災害などに備えて耐震化
対策を進めていくため、平成31年３月に今後10年間にわた
る公営企業経営の基本計画を組み込んだ「河内長野市上下
水道ビジョン」を策定しました。
　今回、策定から５年が経過し、本市を取り巻く社会環境
の変化に対応していくため、ビジョンの中間見直しを行い
ました。
　中間見直しでは、最新の人口推計を基に水需要や有収水量
の予測を推計し、近年の実績と今後の投資計画を加味した財
政収支を試算しました。その結果を受けて、将来見通しを再
検討することで、より効率的な維持管理を行っていきます。　
　水道事業は、料金収入の大幅な減少が予測されています。
また、老朽化した浄配水設備や管路の更新による費用が増加
するため、令和６年度には赤字となる見通しです。
　下水道事業も、使用料収入の大幅な減少が予測されてお
り、下水道整備のため過去に借入れた企業債の返済がピー
クを迎えていることから、令和７年度には資金不足となる
見通しです。
　両事業ともに当初のビジョンよりもさらに厳しい経営状

問経営総務課

●
祝
賀
地
車
パ
レ
ー
ド

　
千
代
田
・
長
野
・
高
向
・
三

日
市
各
地
区
な
ど
の
地
車
26
台

が
パ
レ
ー
ド
し
ま
す
。
曳え

い

行こ
う

に

は
、
各
地
区
町
会
や
次
代
を
担

う
子
ど
も
た
ち
が
多
く
参
加
し

ま
す
。

と
き　
５
月
19
日
㈰
集
合
＝
午

前
10
時
、
開
会
式
典
＝
正
午
〜
、

出
発
＝
午
後
0
時
30
分
、
解
散

＝
午
後
３
時
（
雨
天
決
行
）

コ
ー
ス　
市
役
所
〜
キ
ッ
ク
ス

前
〜
ラ
ブ
リ
ー
ホ
ー
ル
前
〜
河

内
長
野
駅
周
辺
（
左
図
参
照
）

※
当
日
、
一
部
道
路
で
通
行
規
制

や
迂
回
指
示
な
ど
が
あ
り
ま
す
▽

市
役
所
来
庁
者
駐
車
場
や
周
辺
道

路
は
全
面
駐
車
禁
止
で
す
。

問
祝
賀
地
車
パ
レ
ー
ド
実
行
委
員

会
（
☎
０
８
０
・
２
５
３
１
・
３

９
８
０
）

●
つ
な
が
る
フ
ェ
ス
in
河
内
長
野

と
き　
５
月
19
日
㈰
午
前
11
時
〜

午
後
４
時

と
こ
ろ　
市
役
所

内
容　
◎
ミ
ニ
わ
く
わ
く
広
場

◎
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
「
だ
ん
じ

り
の
魅
力
に
つ
い
て
」

◎
出
店
で
デ
コ
活

◎
ぐ
る
ぐ
る
マ
ル
シ
ェ

◎
つ
な
が
る
河
内
長
野
メ
タ

バ
ー
ス
体
験

◎
バ
ー
チ
ャ
ル
工
場
見
学

◎
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス
や

ア
ス
マ
イ
ル
ア
プ
リ
の
紹
介

◎
丸
太
切
り
体
験
な
ど

※
授
乳
室
、
お
む
つ
替
え
ス

ペ
ー
ス
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

問
政
策
企
画
課

ぐ
る
ぐ
る
マ
ル
シ
ェ

●
子
ど
も
服
や

子
ど
も
靴
な
ど
を
無
料
で
希
望
者
へ

と
き　
５
月
19
日
㈰
午
後
１
時
〜
４
時

（
整
理
券
に
よ
る
時
間
指
定
入
替
制
）

と
こ
ろ　
市
役
所

※
整
理
券
は
当
日
正
午
か
ら
市
役
所
１

階
正
面
玄
関
前
（
開
催
中
は
会
場
前
）

で
配
布

●
不
要
に
な
っ
た
子
ど
も
服
な
ど
は
あ

り
ま
せ
ん
か

持
ち
込
み
で
き
る
も
の

70
〜
１
５
０

㌢
㍍
の
子
ど
も
服
で
洗
濯
済
み
の
も
の

（
破
れ
や
汚
れ
の
あ
る
も
の
は
不
可
。
肌

着
、
下
着
な
ど
は
未
使
用
品
の
み
可
）、

子
ど
も
靴
、
帽
子
（
新
品
、
も
し
く
は

状
態
の
良
い
も
の
）

受
付　
市
役
所
開
庁
時
に
左
記
へ

問
環
境
衛
生
課

市制施行60周年祝賀地車パレードの様子

相
談

催
し・講
座

ス
ポ
ー
ツ

保
険・年
金

安
全
安
心

障
が
い
者

人
権

健
康

就
労

税
金

教
育

事
業
所

そ
の
他

お
知
ら
せ

子
育
て

高
齢
者

暮
ら
し

募
集

お詫びと訂正
　本紙４月号９ページでお知
らせした「つながるフェスin
河内長野」の記事中に誤りが
ありましたので、お詫びして
訂正します。
誤：市指定無形重要文化財の
日野獅子舞、西代神楽
正：市指定無形民俗文化財の
日野地区獅子舞、西代神楽
問政策企画課
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※このほかにも福祉委員会・自治会主催の遊びの広場を各地域で開催して
います。詳細はあいっく ( ☎ 50-4664) へお問い合わせください。

★地域の子育て広場★
就学前の子どもと保護者が集まり、自由に遊んだり交流できる場所で
す。会場や時間、内容など詳しくはお問い合わせください。

◉つどいの広場（当日直接会場へ）
場所 開催日

①ふぁんふぁーれ
三日市
☎63-7242

毎週火・木・金曜日と５月13日㈪・20日㈪午前10
時～午後３時30分▷９日㈭＝「ゆうみ先生と音楽
を楽しもう！」（午前11時30分～）、17日㈮＝「み
んなでストレッチ体操！」（午前11時～）

②ほのぼのルーム
大矢船
☎62-3501

毎週月・水・木曜日午前10時～午後３時▷５月13日
㈪・15日㈬・16日㈭＝「おはなし手あそびわくわくし
よう手あそびうた」、９日㈭・20㈪＝「あかちゃん優
先タイム」（午後）▷開催日は毎回マグネットシアター、
手遊びなども▷詳細はブログ・インスタグラムで

◉子育てわいわいルーム（当日直接会場へ）
場所 開催日 問い合わせ

三日市公民館 ５月８日㈬ ☎ 62-6155
老寿やすらぎ千代田公民館 ５月 17日㈮ ☎ 55-1125
※時間は午前 10時 30分～正午▷駐車場には限りがあります。

市民投稿「ちょっと見てみて！」より
投稿者：けいけい

市役所の住所・電話番号などは２ページをご覧ください▶

子
育
て

あ
い
っ
く
の
催
し

※
場
所
の
記
載
の
な
い
も
の
は
、

あ
い
っ
く
（
ノ
バ
テ
ィ
な
が
の
北

館
内
）
で
開
催
し
ま
す
。

●
お
で
か
け
わ
く
わ
く
広
場

　
就
学
前
の
親
子
が
自
由
に
遊
べ

る
場
で
す
。

対
象　
就
学
前
の
子
ど
も
と
そ
の

保
護
者

と
き
・
と
こ
ろ　
５
月
９
日
㈭
＝

向
野
第
１
公
園
・
24
日
㈮
＝
荘
園

町
第
3
公
園
▽
午
前
10
時
30
分
〜

正
午
▽
雨
天
中
止

※
当
日
直
接
会
場
へ
。

●
双
子
育
児
中
マ
マ
パ
パ
の
交
流
会

　

双
子
や
三
つ
子
以
上
の
多
胎
児

を
育
児
中
や
妊
娠
中
の
人
た
ち
と
、

子
育
て
の
話
や
交
流
を
し
ま
し
ょ
う
。

対
象　
多
胎
児
を
妊
娠
中
や
就
学

前
の
子
ど
も
を
育
児
中
の
親
と
そ

の
子
ど
も
（
保
護
者
の
み
の
参
加

も
可
）

と
き　
５
月
13
日
㈪
午
前
10
時
30

分
〜
正
午

※
当
日
直
接
会
場
へ
。

●
親
世
代
と
同
居
マ
マ
の
交
流
会

　
親
世
代
と
同
居
中
で
、
マ
マ
友

だ
ち
が
欲
し
い
人
た
ち
と
、
子
ど

も
を
自
由
に
遊
ば
せ
な
が
ら
交
流

を
し
ま
し
ょ
う
。

対
象　
現
在
、
２
世
帯
（
３
世
帯
）

同
居
中
（
同
敷
地
内
で
の
居
住
も

含
む
）
の
保
護
者
と
そ
の
就
学
前

の
子
ど
も
（
保
護
者
の
み
の
参
加

も
可
）

と
き　
５
月
24
日
㈮
午
前
10
時
30

分
〜
正
午

※
当
日
直
接
会
場
へ
。

●
ひ
と
り
親
家
庭
の
交
流
会

　
ひ
と
り
親
家
庭
で
育
児
中
の
保

護
者
た
ち
と
、
情
報
交
換
を
し
ま

し
ょ
う
。

対
象　
ひ
と
り
親
家
庭
で
育
児
中

④
育
児
講
座「
親
子
で
体
あ
そ
び
」

　
音
楽
に
合
わ
せ
て
楽
し
ん
だ
り
、

考
え
な
が
ら
体
を
動
か
し
ま
し
ょ

う
。

対
象　
市
内
在
住
の
２
歳
か
ら
就

学
前
の
子
ど
も
と
保
護
者

と
き　
５
月
30
日
㈭
午
前
10
時
30

分
〜
11
時
30
分

定
員

10
組
（
抽
選
）

⑤
サ
ポ
ー
ト
ブ
ッ
ク
は
ー
と
の
会

〜
わ
が
子
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
は
ー

と
を
作
り
ま
し
ょ
う
〜

　
交
流
を
し
な
が
ら
、
マ
タ
ニ
テ

ィ
シ
ー
ト
や
サ
ポ
ー
ト
ブ
ッ
ク
は

ー
と
を
記
入
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

対
象　
市
内
在
住
の
妊
娠
中
の
人

や
就
学
前
の
子
ど
も
の
保
護
者

（
赤
ち
ゃ
ん
の
同
室
可
）

と
き　
６
月
10
日
㈪
午
前
10
時
30

分
〜
正
午

定
員

15
人
（
抽
選
▽
就
学
前
の

子
の
保
育
あ
り
▽
定
員
５
人
）

⑥
育
児
講
座「
幼
児
の
イ
ヤ
イ
ヤ・

ワ
ガ
マ
マ
を
チ
ャ
ン
ス
に
変
え
る

３
レ
ッ
ス
ン
」

　
イ
ヤ
イ
ヤ
期
で
悩
ん
で
い
る
、イ

ヤ
イ
ヤ
期
を
過
ぎ
て
も
ワ
ガ
マ
マ

ば
か
り
。
子
育
て
の
モ
ヤ
モ
ヤ
を

ス
ッ
キ
リ
さ
せ
ま
せ
ん
か
。

対
象　
市
内
在
住
の
就
学
前
の
子

ど
も
の
保
護
者

と
き　
６
月
13
日
㈭
午
前
10
時
30

分
〜
正
午

定
員

10
人
（
抽
選
▽
就
学
前
の

子
の
保
育
あ
り
▽
定
員
５
人
）

①
〜
⑥
の
申
込
み　
５
月
８
日
ま

で
に
市
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
か
ら

※
は
が
き
か
フ
ァ
ク
ス
に
親
子
の

氏
名
（
ふ
り
が
な
）、
子
の
生
年
月

日
、
性
別
、
第
何
子
か
、
住
所
、
電

話
番
号
、
子
育
て
で
気
に
な
る
こ

と
と
催
し
名
を
記
入
し
て
、
５
月

８
日
（
必
着
）
ま
で
に
あ
い
っ
く

（
〒
586
ー
０
０
１
５
本
町
24
の
1

ノ
バ
テ
ィ
な
が
の
北
館
5
階
）
も

可
。

問
あ
い
っ
く

（
☎
50
・
４
６
６
４
、
℻
50
・
４
６
６
５
）

し
ょ
う
と
く
園
に

移
動
動
物
園
が
や
っ
て
く
る

　
う
さ
ぎ
や
こ
ぶ
た
、
ひ
つ
じ
な

ど
動
物
と
触
れ
合
い
ま
し
ょ
う
。

ポ
ニ
ー
に
も
乗
れ
ま
す
。

対
象　
子
ど
も
と
そ
の
保
護
者

と
き　
６
月
１
日
㈯
午
前
10
時
〜

午
後
２
時
▽
雨
天
中
止

と
こ
ろ　
し
ょ
う
と
く
園
（
河
合

寺
）

申
込　
５
月
７
日
〜
14
日
（
11
日

は
休
園
）
に
電
話
で
左
記
へ

問
社
会
福
祉
法
人
し
ょ
う
と
く
園

　
　
　
　
　
（
☎
65
・
１
８
７
７
）

子
ど
も
・
子
育
て
会
議
の

委
員
を
募
集
し
ま
す

　
市
で
は
、
子
育
て
環
境
の
充
実

を
目
指
し
て
、
子
ど
も
・
子
育
て

会
議
を
設
置
し
て
い
ま
す
。
幼
児

教
育
や
保
育
、
子
ど
も
・
子
育
て

支
援
な
ど
に
つ
い
て
、
子
育
て
の

当
事
者
か
ら
意
見
を
い
た
だ
く
た

め
、
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

対
象　
会
議
に
出
席
で
き
、
就
学

前
の
子
ど
も
を
子
育
て
中
の
市
内

在
住
者

募
集
人
数　
３
人
（
選
考
）

任
期　
７
月
29
日
か
ら
2
年
間

申
込　
あ
い
っ
く
や
市
役
所
な
ど

に
あ
る
応
募
用
紙
（
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）

に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
5
月
31

日
（
当
日
消
印
有
効
）
ま
で
に
左

記
へ

問
こ
ど
も
子
育
て
課

ま
た
は
、
ひ
と
り
親
家
庭
の
情
報

が
ほ
し
い
保
護
者
と
小
学
６
年
生

以
下
の
子
ど
も
（
保
護
者
の
み
の

参
加
も
可
）

と
き　
５
月
26
日
㈰
午
前
10
時
30

分
〜
正
午

※
当
日
直
接
会
場
へ
。

①
親
子
で
ホ
ッ
プ
！

　
親
子
で
ふ
れ
あ
い
遊
び
や
遊
具

遊
び
を
通
し
て
「
で
き
た
」
喜
び

を
実
感
し
「
も
っ
と
や
り
た
い
」

と
い
う
意
欲
を
高
め
ま
し
ょ
う
。

対
象　
市
内
在
住
の
１
歳
６
か
月

か
ら
お
お
む
ね
2
歳
の
未
就
園
の

子
ど
も
と
そ
の
保
護
者

と
き　
５
月
21
日
㈫
、
６
月
４
日

㈫
午
前
10
時
〜
11
時
30
分
▽
２
回

シ
リ
ー
ズ

定
員

12
組
（
抽
選
）

②
親
子
で
あ
そ
ぼ

　
親
子
で
遊
ん
だ
り
、
親
同
士
の

情
報
交
換
や
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を

し
ま
す
。

対
象　
市
内
在
住
の
生
後
９
か
月

〜
お
お
む
ね
1
歳
５
か
月
ま
で
の

子
ど
も
と
そ
の
保
護
者

と
き　
５
月
21
日
㈫
・
28
日
㈫
、６

月
４
日
㈫
・
11
日
㈫
午
前
10
時
15

分
〜
11
時
45
分
▽
４
回
シ
リ
ー
ズ

定
員

10
組
（
抽
選
）

③
み
ん
な
で
ス
テ
ッ
プ
‼ 

　
運
動
や
製
作
な
ど
の
楽
し
い
活

動
を
通
し
て
、
就
園
前
に
集
団
で

過
ご
す
経
験
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

対
象　
市
内
在
住
の
２
歳
以
上
の

未
就
園
の
子
ど
も
と
そ
の
保
護
者

と
き　
５
月
16
日
㈭
午
前
10
時
〜

11
時
45
分

定
員

20
組
（
抽
選
）

初回産科受診料助成事業
　４月１日から、経済的に困窮する世帯の妊婦が妊娠
の診断のために受診する費用が助成されます。
対象　下記①～③のすべてに該当する人
①産科で妊娠判定を受ける時点で本市に住民登録のあ
る人
②住民税非課税世帯に属する人、または同等の所得水
準であると認められる人
③世帯の課税状況を確認すること、市と医療機関が支
援に必要な情報を共有することに同意できる人
助成上限額　１万円
助成限度　１回の妊娠につき１回▷年度内２回まで
※申請方法など詳細は下記へお問い合わせください。
問保健センター（☎55-0301）

　４月１日から妊婦健康診査の公費負担額を拡充して
います。第１回目から第14回目までのうち、９回分の
公費負担額を5040円から5400円へ増額し、合計12万
80円の助成になります。
※対象者には３月末に市から案内文を送付しています▷
現在お持ちの妊婦健康診査受診券を使用した場合は、病
院で新金額に読み替えて対応できるため
引き続き使用可能です。
問保健センター（☎55-0301）

妊婦健康診査の助成額を増額

相
談

催
し・講
座

ス
ポ
ー
ツ

保
険・年
金

安
全
安
心

障
が
い
者

人
権

健
康

就
労

税
金

教
育

事
業
所

そ
の
他

お
知
ら
せ

子
育
て

高
齢
者

暮
ら
し

募
集

こ
ど
も
ま
ん
な
か
in
河
内
長
野

第
２
弾

●
話
そ
う
・
つ
な
が
ろ
う
み
ん
な

の
居
場
所

　
子
ど
も
・
若
者
が
主
体
と
な
る

居
場
所
に
つ
い
て
み
ん
な
で
考
え

ま
せ
ん
か
。

対
象　
支
援
者
、
子
ど
も
・
若
者

の
居
場
所
に
つ
い
て
関
心
の
あ
る

人と
き　
６
月
１
日
㈯
午
後
１
時
〜

４
時

と
こ
ろ　
キ
ッ
ク
ス

定
員　
１
０
０
人
（
先
着
順
）

申
込　
５
月
27
日
ま
で
に
左
記
Ｑ

Ｒ
か
ら
▽
電
話
も
可

問
こ
ど
も
子
育
て
課
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保
険
・
年
金

特
定
健
診
の
無
料
受
診
券
を
送
付

　
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い

る
40
歳
以
上
の
対
象
者
に
、
特
定

健
診
の
無
料
受
診
券
を
５
月
下
旬

に
送
付
し
ま
す
。
詳
細
は
受
診
券

と
同
封
の
案
内
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

４
月
８
日
〜
10
月
末
に
新
た
に
国

保
に
加
入
し
た
人
に
は
、
届
出
月

の
翌
々
月
に
送
付
し
ま
す
。

●
人
間
ド
ッ
ク
を
受
診
し
ま
し
ょ
う

　
検
診
費
用
の
自
己
負
担
額
を
軽

減
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
希
望

す
る
場
合
は
、
受
診
前
に
必
ず
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象　
引
き
続
き
国
民
健
康
保
険

に
１
年
以
上
加
入
し
、
か
つ
保
険

料
を
完
納
し
て
い
る
被
保
険
者

と
こ
ろ　
市
指
定
検
診
機
関

受
診
期
間　
５
月
下
旬
以
降
〜
来

年
３
月
末
（
今
年
度
中
に
75
歳
に

な
る
人
は
誕
生
日
の
前
日
）

予
約
・
申
請
方
法　
①
市
指
定
検

診
機
関
に
事
前
予
約
、
②
保
険
医

療
課
に
予
約
申
込
書
兼
補
助
申
請

書
を
提
出
、
③
そ
の
後
、
市
指
定

検
診
機
関
で
受
診

※
特
定
健
診
対
象
者
は
受
診
券
が

届
い
て
か
ら
申
請
し
て
く
だ
さ
い

▽
同
じ
年
度
で
特
定
健
診
か
人
間

ド
ッ
ク
の
い
ず
れ
か
一
方
し
か
受

診
で
き
ま
せ
ん
▽
申
請
前
に
受
診

す
る
と
補
助
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
▽
詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
保
険
医
療
課

老
齢
年
金
の

請
求
手
続
き
に
つ
い
て

　
老
齢
基
礎
年
金
は
、
10
年
以
上

の
受
給
資
格
期
間
が
あ
る
人
が
、

原
則
65
歳
か
ら
受
給
で
き
ま
す
。

老
齢
厚
生
年
金
は
、
老
齢
基
礎
年

金
の
受
給
資
格
期
間
が
あ
り
、
厚

生
年
金
保
険
の
被
保
険
者
期
間
が

あ
る
人
が
原
則
65
歳
か
ら
受
給
で

き
ま
す
。
た
だ
し
、
厚
生
年
金
保

険
の
被
保
険
者
期
間
が
1
年
以
上

あ
る
場
合
は
、
65
歳
に
な
る
ま
で

特
別
支
給
の
老
齢
厚
生
年
金
が
受

給
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
（
生

年
月
日
や
性
別
に
応
じ
て
受
給
開

始
年
齢
が
異
な
り
ま
す
）。

●
受
給
す
る
に
は
手
続
き
を

　
老
齢
年
金
を
受
け
取
る
た
め
に

は
、
年
金
の
請
求
手
続
き
が
必
要

で
す
。受
給
開
始
年
齢
に
達
し
、老

齢
年
金
の
受
給
権
が
発
生
す
る
人

に
は
、
受
給
開
始
年
齢
に
到
達
す

る
3
か
月
前
に
、
年
金
を
受
け
取

る
た
め
に
必
要
な
年
金
請
求
書
が

日
本
年
金
機
構
等
か
ら
送
付
さ
れ

ま
す
。
提
出
先
は
加
入
し
て
い
た

年
金
制
度
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

国
民
年
金
1
号
期
間
の
み
の
人
は
、

市
役
所
へ
の
提
出
が
可
能
で
す
。

※
請
求
書
が
届
か
な
い
場
合
で
も
、

合
算
対
象
期
間
を
加
え
る
こ
と
に

よ
り
受
給
権
が
発
生
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

●
繰
上
げ
、
繰
下
げ
制
度

　
老
齢
年
金
は
、
原
則
65
歳
か
ら

受
け
取
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す

が
、
希
望
が
あ
れ
ば
年
金
の
受
給

を
早
め
た
り
遅
ら
せ
た
り
す
る
こ

と
も
で
き
ま
す
。
受
給
開
始
年
齢

に
よ
っ
て
生
涯
受
け
取
れ
る
年
金

額
は
異
な
り
ま
す
。

※
詳
細
は
日
本
年
金
機
構
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
市
民
窓
口
課
ま
た
は
日
本
年
金

機
構
天
王
寺
年
金
事
務
所
（
☎

06
・
６
７
７
２
・
７
５
３
１
）

消費生活
相談員コラム

消費生活
ウォッチング
買い物や契約で困った時は
TEL 56-0700

　
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ホ
で
手

軽
に
旅
の
予
約
が
で
き
る
旅

行
予
約
サ
イ
ト
は
、
便
利
な

一
方
で
ト
ラ
ブ
ル
も
起
き
て

い
ま
す
。

【
事
例
1
】

　
旅
行
予
約
サ
イ
ト
か
ら
国

内
ホ
テ
ル
を
予
約
し
ク
レ
ジ

ッ
ト
カ
ー
ド
で
支
払
っ
た
が

日
付
を
間
違
え
て
い
る
こ
と

に
気
付
い
た
。
日
付
の
変
更

は
で
き
な
か
っ
た
の
で
予
約

を
取
り
直
そ
う
と
し
た
と
こ

ろ
、
キ
ャ
ン
セ
ル
料
を
請
求

さ
れ
た
。

【
事
例
2
】

　
旅
行
予
約
サ
イ
ト
に
同
じ

ホ
テ
ル
の
プ
ラ
ン
が
複
数
掲

載
さ
れ
て
い
た
中
で
最
安
値

の
プ
ラ
ン
に
申
し
込
ん
だ
。

よ
く
読
む
と
キ
ャ
ン
セ
ル
料

が
１
０
０
％
だ
っ
た
。

【
ア
ド
バ
イ
ス
】

　
旅
行
予
約
サ
イ
ト
は
「
国

内
事
業
者
が
運
営
す
る
サ
イ

ト
」「
海
外
事
業
者
が
運
営
す

る
サ
イ
ト
」
や
「
場
貸
し
サ

イ
ト
」「
比
較
サ
イ
ト
」
な
ど

が
あ
り
ま
す
。
国
内
の
旅
行

業
登
録
を
受
け
て
い
な
い
事

業
者
と
契
約
し
た
場
合
は
、

旅
行
業
法
な
ど
の
適
用
は
あ

り
ま
せ
ん
。
ト
ラ
ブ
ル
に
備

え
て
日
本
語
に
対
応
し
た
問

い
合
わ
せ
先
が
設
置
さ
れ
て

い
る
か
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
お

く
と
安
心
で
す
。

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
予
約

す
る
際
に
は
、
サ
イ
ト
名
だ

け
で
な
く
契
約
当
事
者
と
な

る
事
業
者
や
支
払
代
金
、
内

訳
、
キ
ャ
ン
セ
ル
条
件
、
利

用
規
約
な
ど
を
し
っ
か
り
確

認
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。お

困
り
の
際
に
は
消
費
生
活
セ

ン
タ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

旅
行
予
約
サ
イ
ト
の

ト
ラ
ブ
ル
に

気
を
付
け
て
！

保
健
セ
ン
タ
ー

子
ど
も
の
健
康
教
室
・
相
談

●
も
ぐ
も
ぐ
教
室

対
象　
市
内
在
住
で
生
後
５
か
月

前
後
の
子
ど
も
の
保
護
者

と
き　
５
月
22
日
㈬
、
６
月
26
日

㈬
午
後
１
時
15
分
〜
２
時
15
分

内
容　
離
乳
食
（
生
後
５
〜
８
か

月
ご
ろ
）
の
進
め
方
な
ど

定
員　
８
人
（
先
着
順
）

●
か
み
か
み
教
室

対
象　
市
内
在
住
で
生
後
９
か
月

前
後
の
子
ど
も
の
保
護
者

と
き　
５
月
24
日
㈮
午
後
１
時
15

分
〜
２
時
15
分

内
容　
離
乳
食
（
生
後
９
〜
18
か

月
ご
ろ
）
の
進
め
方
な
ど

定
員　
８
人
（
先
着
順
）

●
離
乳
食
・
幼
児
食
相
談
会

対
象　
市
内
在
住
で
離
乳
期
か
ら

就
学
前
の
子
ど
も
の
保
護
者

と
き　
６
月
14
日
㈮
午
前
９
時
50

分
〜
、
午
前
10
時
50
分
〜

内
容　
管
理
栄
養
士
と
歯
科
衛
生

士
に
よ
る
個
別
相
談

定
員　
４
人
（
先
着
順
）

申
込　
い
ず
れ
も
電
話
で
左
記
へ

問
保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
（
☎
55
・
０
３
０
１
）

マ
マ
パ
パ
教
室

対
象　
初
め
て
母
親
・
父
親
に
な

る
市
民

と
き　
５
月
11
日
㈯
午
前
10
時
〜

正
午

と
こ
ろ　
保
健
セ
ン
タ
ー

内
容　
助
産
師
が
伝
え
る
呼
吸
法

や
腰
痛
予
防
な
ど
の
ス
ト
レ
ッ

チ
・
リ
ラ
ッ
ク
ス
方
法

定
員　
20
人
（
先
着
順
）

申
込　
電
話
で
左
記
へ

問
保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
（
☎
55
・
０
３
０
１
）

こ
く
じ
ら
ひ
ろ
ば

　
０
〜
２
歳
児
向
け
の
絵
本
（
約

３
０
０
冊
）
を
自
由
に
手
に
取
っ

て
楽
し
め
ま
す
（
貸
出
可
）。

と
き　
５
月
３
日
を
除
く
毎
週
金

曜
日
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

と
こ
ろ　
図
書
館

問
図
書
館
（
☎
52
・
６
９
３
３
）

図
書
館
の
お
は
な
し
会

●
２
〜
３
歳
児
と
そ
の
保
護
者

と
き　
５
月
11
日
㈯
午
前
10
時
30

分
〜
、
18
日
㈯
午
後
２
時
〜
（
15

分
程
度
）

定
員

各
５
組
（
先
着
順
）

●
４
歳
〜
就
学
前
児
童
向
け

と
き　
５
月
11
日
㈯
午
前
11
時
〜
、

18
日
㈯
午
後
２
時
30
分
〜
（
30
分

程
度
）

定
員

各
５
組
（
先
着
順
）

●
小
学
生
向
け

と
き　
５
月
４
日
㈯
午
前
11
時
〜
、

25
日
㈯
午
前
11
時
〜（
30
分
程
度
）

▽
25
日
は
保
護
者
も
入
場
可

定
員　
各
12
人
（
先
着
順
）

※
当
日
直
接
会
場
へ
。

問
図
書
館
（
☎
52
・
６
９
３
３
）

親
子
で
楽
し
む
絵
本
の
会

　
絵
本
や
手
遊
び
を
親
子
で
楽
し

む
講
座
で
す
。

対
象　
①
市
内
在
住
の
2
歳
5
か

月
ま
で
の
子
ど
も
と
そ
の
保
護
者
、

②
市
内
在
住
の
2
歳
6
か
月
〜
未

就
園
児
と
そ
の
保
護
者

と
き　
５
月
15
日
・
29
日
、
６
月

12
日
・
26
日
、
７
月
10
日
・
24
日

の
水
曜
日
▽
時
間
は
①
午
前
10
時

〜
10
時
30
分
、
②
午
前
10
時
45
分

〜
11
時
15
分

と
こ
ろ　
老
寿
や
す
ら
ぎ
千
代
田

公
民
館

定
員　
各
８
組
（
先
着
順
）

申
込　
５
月
３
日
か
ら
電
話
で
同

館
（
☎
55
・
１
１
２
５
）
へ

問
お
は
な
し
の
と
び
ら
の
渕
川
さ

ん
（
☎
54
・
１
５
１
９
）

Ｍ
Ｙ
Ｔ
Ｒ
Ｅ
Ｅ

ペ
ア
レ
ン
ツ
・
プ
ロ
グ
ラ
ム

　
子
育
て
が
つ
ら
い
、
子
ど
も
に

暴
言
、
暴
力
、
無
視
を
繰
り
返
し

て
し
ま
う
。
体
罰
以
外
の
し
つ
け

と
方
法
が
分
か
ら
な
い
。
自
分
を

変
え
て
、
安
心
な
家
庭
を
作
り
た

い
。
そ
ん
な
あ
な
た
を
大
切
に
す

る
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。
参
加
者
の

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

と
き　
６
月
４
日
〜
９
月
24
日
の

火
曜
日
、
12
月
17
日
㈫
、
３
月
18

日
㈫
▽
い
ず
れ
も
午
前
10
時
〜
正

午
▽
17
回
シ
リ
ー
ズ

定
員
10
人
▽
保
育
あ
り（
要
予
約
）

※
参
加
者
は
面
接
に
よ
り
決
定
し

ま
す
。

と
こ
ろ　
多
文
化
共
生
・
人
権
プ

ラ
ザ
（
富
田
林
市
）

申
込　
５
月
６
日
か
ら
電
話
で

左
記
へ
▽
フ
ァ
ク
ス
、
メ
ー
ル

（w
akaichi@

luck.ocn.ne.jp

）

で
も
申
込
可

問
（
一
社
）
富
田
林
市
人
権
協
議

会
（
☎
24
・
３
７
０
０
、

℻
25
・
５
９
５
２
）

すくすく歯科相談

　歯科衛生士による乳幼児期の個別
歯科相談です。
対象　市内在住の乳幼児と保護者
とき・ところ　５月28日㈫午後１時
30分～３時＝ゆめっく、６月７日㈮
午後１時30分～３時と９月12日㈭
午前10時～11時30分＝あいっく
持ち物　使用中の子ども用歯ブラシ
※当日直接会場へ。
問保健センター（☎55-0301）

ママとパパのための
歯みがき教室

対象　就学前の子どもの保護者
とき　６月７日㈮午前10時15分～
11時45分
ところ　保健センター
内容　子どものむし歯予防について
の話、保護者の歯のブラッシング指
導など
定員　10人（先着順）
申込　５月７日から電話で下記へ
問保健センター（☎55-0301）

相
談

催
し・講
座

ス
ポ
ー
ツ

保
険・年
金

安
全
安
心

障
が
い
者

人
権

健
康

就
労

税
金

教
育

事
業
所

そ
の
他

お
知
ら
せ

子
育
て

高
齢
者

暮
ら
し

募
集
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健　

康

ア
ス
マ
イ
ル
で
健
活

　
健
康
ア
プ
リ
ア
ス
マ
イ
ル
で
健

康
な
生
活
を
送
り
ま
し
ょ
う
。
市

国
民
健
康
保
険
加
入
者
（
74
歳
ま

で
）
向
け
に
ア
プ
リ
登
録
の
支
援

動
画
を
作
成
し
ま
し
た
。
ぜ
ひ
ご

登
録
く
だ
さ
い
。

問
ア
ス
マ
イ
ル
事
務
局
（
☎
06
・

６
１
３
１
・
５
８
０
４
）
ま
た
は

保
険
医
療
課

健
康
づ
く
り
講
座

　
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
に
活
か
せ
る
体

幹
づ
く
り
の
方
法
を
健
康
運
動
指

導
士
が
お
伝
え
し
ま
す
。

対
象

18
歳
以
上
の
市
民

と
き　
５
月
30
日
㈭
午
後
１
時
30

分
〜
３
時

と
こ
ろ　
保
健
セ
ン
タ
ー

定
員

30
人
（
先
着
順
）

申
込　
５
月
７
日
か
ら
電
話
で
左

記
へ

問
保
健
セ
ン
タ
ー

（
☎
55
・
０
３
０
１
）

お
口
の
健
康
教
室

対
象

18
歳
以
上
の
市
民

と
き　
６
月
６
日
㈭
・
13
日
㈭
午

後
１
時
30
分
〜
３
時
▽
２
回
シ
リ

ー
ズ

と
こ
ろ　
保
健
セ
ン
タ
ー

内
容　
歯
科
医
師
の
話
・
唾
液
検

査
に
よ
る
歯
肉
の
健
康
チ
ェ
ッ

ク
・
歯
み
が
き
実
習
な
ど

※
６
月
６
日
は
希
望
者
を
対
象
に

歯
科
検
診
を
実
施
。

定
員

15
人
（
先
着
順
）

申
込　
５
月
７
日
か
ら
電
話
で
左

記
へ

問
保
健
セ
ン
タ
ー

（
☎
55
・
０
３
０
１
）

と
き　
５
月
31
日
㈮
、
７
月
22
日

㈪
午
前
９
時
30
分
〜
10
時
30
分

と
こ
ろ　
保
健
セ
ン
タ
ー

内
容　
禁
煙
に
向
け
て
の
相
談

申
込　
電
話
で
左
記
へ

問
保
健
セ
ン
タ
ー

（
☎
55
・
０
３
０
１
）

石
綿
に
よ
る
疾
病
の
補
償
・
救
済

　
中
皮
腫
や
肺
が
ん
な
ど
を
発
症

し
、
そ
れ
が
労
働
者
と
し
て
石
綿

ば
く
露
作
業
に
従
事
し
て
い
た
こ

と
が
原
因
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
た

場
合
に
は
、
労
災
保
険
法
に
基
づ

く
各
種
の
労
災
保
険
給
付
や
石
綿

救
済
法
に
基
づ
く
特
別
遺
族
給
付

金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。
詳
細
は
左

記
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
大
阪
労
働
局

（
☎
06
・
６
９
４
９
・
６
５
０
７
）

５
月
は
「
ギ
ャ
ン
ブ
ル
等
依
存
症

問
題
啓
発
月
間
」

　
ギ
ャ
ン
ブ
ル
等
依
存
症
は
、
本

人
の
意
思
や
性
格
は
関
係
な
く
、誰

で
も
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。本

人
や
家
族
だ
け
で
抱
え
込
ま
ず
、ま

ず
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◎
府
こ
こ
ろ
の
健
康
総
合
セ
ン
タ

ー
（
☎
06
・
６
６
９
１
・
２
８
１

８
）
▽
平
日
午
前
９
時
〜
午
後
５

時
45
分
、
第
２
・
第
４
土
曜
は
午

前
９
時
〜
午
後
５
時
30
分

◎
大
阪
依
存
症
ほ
っ
と
ラ
イ
ン
▽

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
を
友

だ
ち
登
録
し
相
談
を

実
施
▽
毎
週
水
・
土
・

日
曜
日
の
午
後
５
時

30
分
〜
10
時

問
府
地
域
保
健
課

（
☎
06
・
６
９
４
４
・
７
５
２
７
）

教　

育

高
校
・
高
専
学
校
な
ど
の
学
生
に

奨
学
金
を
支
給

対
象　

経
済
的
理
由
の
た
め
高

校
・
高
等
専
門
学
校
な
ど
へ
の
就

学
に
影
響
の
あ
る
市
内
在
住
者（
住

民
税
非
課
税
世
帯
・
り
災
・
保
護

者
死
亡
な
ど
の
特
別
事
情
の
あ
る

世
帯
▽
生
活
保
護
世
帯
を
除
く
）

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
を
。

給
付
額　
年
額
３
万
６
０
０
０
円

申
込　
学
校
教
育
課
に
あ
る
申
込

用
紙
で
６
月
３
日
〜
７
月
１
日
に

同
課
へ
（
学
校
長
の
証
明
が
必
要

▽
選
考
あ
り
）

※
申
込
用
紙
は
５
月
７
日
か
ら
同

課
で
配
布
（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）
▽
申
し
込

み
は
１
年
ご
と
に
必
要
で
す
。

問
学
校
教
育
課

読
書
ノ
ー
ト
で
読
書
量
ア
ッ
プ

　
子
ど
も
た
ち
が
意
欲
を
持
っ
て

読
書
活
動
に
取
り
組
め
る
よ
う
、市

が
独
自
に
作
成
し
た
ノ
ー
ト
で
す
。

●
昨
年
度
に
読
書
ノ
ー
ト
を
た
く

さ
ん
終
了
し
た
児
童
の
み
な
さ
ん

19
冊
＝
園そ

の

田だ

優ゆ
う

音と

さ
ん
（
石
仏
小

2
年)

、
16
冊
＝
村む

ら

上か
み

芽め

以い

さ
ん

（
千
代
田
小
3
年)

、
和わ

田だ

栞か
ん

奈な

さ

ん
（
加
賀
田
小
3
年)

、
13
冊
＝
田た

所ど
こ
ろ

知ち

紗さ

さ
ん
（
三
日
市
小
3
年)

、

井い
の

上う
え

由ゆ

麻ま

さ
ん
（
楠
小
3
年)

、
上う

え

田だ

彩あ

結ゆ

さ
ん
（
楠
小
3
年)

、
12
冊

＝
大お

お

西に
し

結ゆ

衣い

さ
ん（
長
野
小
1
年)

、

寺て
ら

山や
ま

奈な

那な

さ
ん
（
長
野
小
1
年)

、

11
冊
＝
虎こ

伏ぶ
し

笑え

茉ま

さ
ん
（
楠
小
1

年)

、
10
冊
＝
国く

に

本も
と

実み

佳か

さ
ん
（
千

代
田
小
3
年)

、瀬せ

川が
わ

明あ

夏か

里り

さ
ん

（
千
代
田
小
2
年)

、
木き

本も
と

真ま

理り

子こ

さ
ん
（
高
向
小
3
年)

、
北き

た

川が
わ

怜れ
い

さ

ん
（
三
日
市
小
3
年)

、
島し

ま

田だ

彩あ
や

乃の

さ
ん
（
三
日
市
小
3
年)

、
和わ

田だ

直な
お

登と

さ
ん
（
加
賀
田
小
1
年)

、
狩か

り

俣ま
た

咲さ

穂ほ

さ
ん
（
楠
小
1
年)

、
小お

野の

仁じ
ん

太た

さ
ん
（
石
仏
小
2
年)

、
中な

か

谷た
に

あ

い
さ
ん
（
川
上
小
4
年)

青
年
成
人
健
康
診
査

対
象　
昭
和
60
年
４
月
２
日
〜
平

成
21
年
４
月
１
日
生
ま
れ
で
学
校

や
勤
務
先
で
健
診
を
受
診
す
る
機

会
の
な
い
市
民
▽
年
度
内
1
回
の

み
受
診
で
き
ま
す

と
き　
６
月
18
日
㈫
・
19
日
㈬
午

前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分
、
午
後

１
時
〜
３
時

と
こ
ろ　
保
健
セ
ン
タ
ー

内
容　
身
体
測
定
、
医
師
の
診
察
、

血
圧
測
定
、
検
尿
、
血
液
検
査
▽

診
断
書
の
作
成
は
で
き
ま
せ
ん

費
用　
５
０
０
円
▽
生
活
保
護
受

給
世
帯
に
属
す
る
人
は
事
前
に
左

記
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

申
込　
５
月
31
日
ま
で
に
電
話
で

左
記
へ

問
保
健
セ
ン
タ
ー

（
☎
55
・
０
３
０
１
）

糖
尿
病
予
防
相
談

　
保
健
師
や
管
理
栄
養
士
が
糖
尿

病
予
防
の
た
め
の
食
事
と
運
動
に

関
す
る
相
談
を
行
い
ま
す
。

対
象　
血
糖
・
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
А

１
ｃ
値
が
高
め
（
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン

А
１
ｃ
：
Ｎ
Ｇ
Ｓ
Ｐ
値
６
・
９
％

未
満
）
で
糖
尿
病
の
治
療
を
受
け

て
い
な
い
市
民

と
き　
５
月
21
日
㈫
、
６
月
18
日

㈫
午
後
１
時
10
分
〜
４
時
15
分

●説明会を開催
　市内の企業が事業所見学などを通
じて、仕事（ワーク）のワクワク
を直接「見て」「感じて」「知って」
もらえるイベント「ワークワクワク河内長野」
を今年度も開催します。このイベントにより、将来
の就職先につなげていくことや、参加企業同士の連
携強化を目指します。実際に参加している企業の声
や具体的な取り組みや効果などを紹介します。
とき　５月 17日㈮午後３時～５時
ところ　イズミヤゆいテラス
※詳細は右記ＱＲをご確認ください。
問事業者支援窓口（☎ 53-6075）

と
こ
ろ　
保
健
セ
ン
タ
ー

申
込　
電
話
で
左
記
へ

問
保
健
セ
ン
タ
ー

（
☎
55
・
０
３
０
１
）

骨
髄
な
ど
の
提
供
者
に
対
す
る

助
成
制
度
が
始
ま
り
ま
す

　
骨
髄
な
ど
提
供
の
際
の
通
院
や

入
院
時
に
か
か
る
経
済
的
負
担
軽

減
、
休
暇
の
取
得
を
促
進
し
、
ド

ナ
ー
登
録
お
よ
び
骨
髄
移
植
を
推

進
す
る
た
め
、
骨
髄
な
ど
の
提
供

者
に
対
す
る
助
成
制
度
「
河
内
長

野
市
骨
髄
等
移
植
ド
ナ
ー
支
援
事

業
助
成
金
」
を
創
設
し
ま
し
た
。

対
象　
次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
人

◎
提
供
日
が
令
和
６
年
４
月
１
日

以
降
で
あ
る
こ
と

◎
提
供
日
時
点
で
本
市
に
住
民
票

が
あ
る
市
民

◎
公
益
財
団
法
人
日
本
骨
髄
バ
ン

ク
か
ら
骨
髄
な
ど
の
提
供
を
証
明

す
る
書
類
の
交
付
を
受
け
て
い
る

助
成
内
容
・
金
額　
骨
髄
な
ど
の

提
供
に
要
し
た
日
数
に
２
万
円
を

乗
じ
た
金
額
（
上
限
14
万
円
）

申
込　
提
供
日
の
翌
日
か
ら
１
年

以
内
に
申
請
書
と
必
要
書
類
を
左

記
へ
提
出
▽
申
請
書
は
左
記
窓
口

に
設
置

問
保
健
セ
ン
タ
ー

（
☎
55
・
０
３
０
１
）

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
関
連
情
報

●
感
染
症
の
取
り
扱
い
の
変
更

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
関
す
る
外
来
受
診
は
、
４
月
１

日
か
ら
広
く
一
般
の
医
療
機
関
に

よ
る
対
応
に
な
り
ま
し
た
。
受
診

方
法
に
つ
い
て
は
、
受
診
前
に
必

ず
医
療
機
関
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※
令
和
６
年
３
月
31
日
時
点
の
外

来
対
応
医
療
機
関
に
つ
い
て
は
、

当
面
の
間
府
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公

表
を
継
続
し
て
い
ま
す
。

●
基
本
的
な
感
染
予
防

　
感
染
予
防
の
た
め
に
、
換
気
や

手
洗
い
・
手
指
消
毒
は
、
引
き
続

き
有
効
で
す
。
ま
た
、
医
療
機
関

受
診
や
高
齢
者
施
設
な
ど
を
訪
問

す
る
と
き
な
ど
、
必
要
に
応
じ
て

マ
ス
ク
を
着
用
し
ま
し
ょ
う
。

問
保
健
セ
ン
タ
ー

（
☎
55
・
０
３
０
１
）

５
月
31
日
は
世
界
禁
煙
デ
ー

　
喫
煙
は
、
喫
煙
者
本
人
に
と
ど

ま
ら
ず
、
周
囲
の
人
へ
も
影
響
を

お
よ
ぼ
し
ま
す
。
自
分
と
周
り
の

人
の
健
康
を
守
る
た
め
、
禁
煙
に

つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。
保

健
セ
ン
タ
ー
で
は
、
無
料
の
禁
煙

相
談
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

●
た
ば
こ
相
談
（
予
約
制
）

対
象　
た
ば
こ
を
や
め
た
い
市
民

※
学
年
は
い
ず
れ
も
令
和
５
年
度
。

問
学
校
教
育
課事

業
所

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施

　
市
内
事
業
所
の
現
状
お
よ
び
将

来
の
見
通
し
を
明
ら
か
に
す
る
と

と
も
に
、
企
業
が
「
今
」
求
め
て

い
る
支
援
な
ど
を
把
握
す
る
た
め
、

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

み
な
さ
ん
の
回
答
が
今
後
の
市
の

産
業
振
興
施
策
に
つ
な
が
り
ま
す

の
で
、下
記
Ｑ
Ｒ
よ
り

ご
回
答
く
だ
さ
い
。

対
象　

河
内
長
野
市

内
の
事
業
所

問
産
業
観
光
課

「ワークワクワク河内長野」
参加企業募集

相
談

催
し・講
座

ス
ポ
ー
ツ

保
険・年
金

安
全
安
心

障
が
い
者

人
権

健
康

就
労

税
金

教
育

事
業
所

そ
の
他

お
知
ら
せ

子
育
て

高
齢
者

暮
ら
し

募
集
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寺ケ池公園で、春の野鳥を観察する探鳥会
が開催されました。河内長野野鳥の会メン
バーが三脚で固定した単眼鏡を参加者が代

わる代わるのぞき込み、普段近くで見られない野鳥の
姿に感嘆の声をあげていました。同会会長の白木さん
は、「今日は猛

もう

禽
きん

類のミサゴの食事や、渡ってきたば
かりのツバメの群れなど、貴重な姿を含め30種ほど
を観察できました。野鳥を見るきっかけになってくれ
ればうれしいです」と話していました。

身近な野鳥を知るきっかけに
野鳥の会が案内する探鳥会

３
20

KAWA
CHINAGANO CITY

キックスで市こども会育成連合会主催のす
ぷりんぐフェスタが開催され、自分で作っ
た紙飛行機で飛距離を競ったり、紙製竹と

んぼを作ったり、エコバックへ思い思いの絵を描い
たりするなど様々な遊びと体験のコーナーに、多数
の親子連れが参加しました。折り紙の手裏剣を輪ゴ
ムで飛ばす手裏剣銃を作った参加者は、「狙いをつけ
るのが難しい。何度も挑戦してやっと的に当てられ
て楽しかった」と笑顔で話していました。

自分で作って楽しんで
すぷりんぐフェスタ

3
23

公益財団法人森教育振興会が主催する文化講
演会がモリ工業株式会社河内長野工場で開催
されました。「人を育てる」をテーマにアーティ

スティックスイミング元日本代表ヘッドコーチの井村
雅代さんが講演。長きにわたる選手の指導育成経験か
ら、会社での上司部下、家庭内での親と子の関係性に
もかかわる人材育成方法について、叱るときはその場
で、端的に、そして正す方法を一緒に伝えることが大
切と熱弁。集まった人は熱心に聞き入っていました。

叱るときは本気で叱りなさい
文化講演会

3
16

税　

金

自
動
車
税（
種
別
割
）の
納
期
限

　
自
動
車
税
（
種
別
割
）
の
納
期

限
は
５
月
31
日
で
す
。
納
税
通
知

書
に
記
載
の
金
融
機
関
や
郵
便
局
、

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
、
ス
マ

ー
ト
フ
ォ
ン
決
済
ア
プ
リ
、
地
方

税
お
支
払
サ
イ
ト
な
ど
で
納
期
限

ま
で
に
お
納
め
く
だ
さ
い
。

問
府
自
動
車
税
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
５
７
０
・
０
２
０
１
５
６
）

軽
自
動
車
税（
種
別
割
）の
納
付
は

５
月
31
日
ま
で
に

　
令
和
６
年
度
軽
自
動
車
税
（
種

別
割
）
は
、
４
月
１
日
現
在
、
本

市
で
軽
自
動
車
を
所
有
す
る
人
に

課
税
さ
れ
ま
す
。
５
月
上
旬
に
納

税
通
知
書
を
送
付
し
ま
す
の
で
、

納
期
限
（
５
月
31
日
）
ま
で
に
納

付
し
て
く
だ
さ
い
。

●
軽
自
動
車
税
（
種
別
割
）
納
税

証
明
書
（
車
検
用
）
は
大
切
に

　
軽
自
動
車
税
（
種
別
割
）
の
納

税
通
知
書
は
、
右
端
部
分
が
軽
自

動
車
税
（
種
別
割
）
納
税
証
明
書

（
車
検
用
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。
車

検
を
受
け
た
後
、
車
検
証
の
返
付

を
受
け
る
際
に
必
要
に
な
り
ま
す

の
で
、
車
検
証
と
と
も
に
大
切
に

保
管
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
口

座
振
替
を
利
用
さ
れ
て
い
る
場
合
、

過
年
度
を
含
め
未
納
の
な
い
二
輪

小
型
自
動
車
の
み
、
振
替
（
納
付
）

確
認
後
、
６
月
中
旬
に
は
が
き
で

送
付
予
定
で
す
。

●
三
輪
以
上
の
軽
自
動
車
は
車
検

時
の
軽
自
動
車
税（
種
別
割
）
納
税

証
明
書
の
提
示
は
省
略
で
き
ま
す

　
三
輪
以
上
の
軽
自
動
車
に
限
り
、

車
検
を
行
う
軽
自
動
車
検
査
協
会

で
軽
自
動
車
税
（
種
別
割
）
の
納

税
確
認
を
電
子
的
に
行
う
こ
と
が

可
能
な
た
め
、
車
検
用
納
税
証
明

書
の
提
示
が
省
略
で
き
ま
す
。

※
紙
の
車
検
用
納
税
証
明
書
の
提

示
が
必
要
と
な
る
場
合
も
あ
り
ま

す
の
で
、
次
の
よ
う
な
ケ
ー
ス
は

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◎
納
付
し
た
ば
か
り
の
た
め
、
電
子

的
に
納
税
確
認
が
で
き
な
い
場
合

※
納
税
確
認
に
、
納
付
後
２
週
間

程
度
か
か
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
車
検
を
お
急
ぎ
の
場
合
は
、
金

融
機
関
の
窓
口
や
コ
ン
ビ
ニ
な
ど

で
納
付
し
、
納
税
通
知
書
の
右
側

部
分
の
納
税
証
明
書
を
ご
利
用
く

だ
さ
い（
電
子
決
済
の
場
合
は
、ご

利
用
で
き
ま
せ
ん
）。

※
納
税
通
知
書
の
右
側
部
分
の
納

税
証
明
書
が
「
＊
＊
＊
＊
＊
」
表

示
の
場
合
は
、
納
税
証
明
書
と
し

て
利
用
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
税
務

課
税
制
係
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

◎
車
検
証
の
登
録
内
容
を
変
更
し

た
直
後
の
場
合

◎
対
象
車
両
に
過
去
の
未
納
が
あ

る
場
合

●
軽
自
動
車
税
（
種
別
割
）
の
減

免
申
請
は
５
月
31
日
ま
で
に

　
軽
自
動
車
税
（
種
別
割
）
の
減

免
申
請
期
限
は
、
５
月
31
日
で
す
。

対
象
と
な
る
車
両
は
、
身
体
ま
た

は
精
神
に
一
定
の
障
が
い
が
あ
り
、

手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る
人
が

所
有
・
運
転
し
て
い
る
車
両
な
ど

で
す
。
手
続
き
方
法
な
ど
詳
細
は
、

左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

※
車
両
の
乗
り
換
え
が
あ
っ
た
場

合
も
新
た
に
申
請
が
必
要
で
す
。

問
税
務
課

固
定
資
産
税
納
税
通
知
書
を
発
送

　
令
和
６
年
１
月
１
日
現
在
で
市

内
に
土
地
や
家
屋
、
償
却
資
産
を

所
有
し
て
い
る
人
に
、
令
和
６
年

度
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
納

税
通
知
書
を
発
送
し
ま
す
。

納
期
限　
第
１
期
＝
５
月
31
日
㈮
、

第
２
期
＝
７
月
31
日
㈬
、
第
３
期

＝
９
月
30
日
㈪
、
第
４
期
＝
令
和

７
年
１
月
６
日
㈪

●
固
定
資
産
税
Ｑ
＆
Ａ

Ｑ　
令
和
２
年
９
月
に
住
宅
を
新

築
し
ま
し
た
。
今
回
送
ら
れ
て
き

た
納
税
通
知
書
を
見
る
と
、
税
額

が
急
に
高
く
な
っ
て
い
る
の
は
ど

う
し
て
で
す
か
。

Ａ　
新
築
住
宅
は
、
固
定
資
産
税

の
減
額
期
間
が
設
け
ら
れ
て
お
り
、

新
た
に
課
税
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ

た
年
度
か
ら
３
年
度
分
に
限
り
、税

額
が
２
分
の
１
に
減
額
さ
れ
ま
す

（
要
件
あ
り
）。
こ
の
場
合
は
、
令

和
３
〜
５
年
度
分
に
つ
い
て
こ
の

減
額
措
置
が
適
用
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
な
お
、
３
階
建
以
上
の
中
高

層
耐
火
住
宅
な
ど
は
、
同
様
の
措

置
が
５
年
度
分
あ
り
ま
す
（
一
定

の
要
件
あ
り
）。
た
だ
し
、
都
市
計

画
税
は
減
額
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

問
税
務
課

所
得
証
明
書
の
発
行
は

６
月
３
日
か
ら
開
始

　
令
和
６
年
度
所
得
（
課
税
）
証

明
書
の
発
行
を
６
月
３
日
か
ら
開

始
し
ま
す
。
郵
送
で
請
求
す
る
こ

と
も
で
き
ま
す
の
で
、
必
要
書
類

な
ど
詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

ご
確
認
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
電
子

証
明
書
付
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
を
お
持
ち
の
人
は
、
コ
ン
ビ
ニ

エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
の
発
行
（
６
月

４
日
か
ら
）
や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
電
子
申
請
が
で
き
ま
す
。
た

だ
し
、
収
入
が
な
く
市
・
府
民
税

未
申
告
の
場
合
な
ど
発
行
で
き
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
事
前

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
税
務
課

相
談

催
し・講
座

ス
ポ
ー
ツ

保
険・年
金

安
全
安
心

障
が
い
者

人
権

健
康

就
労

税
金

教
育

事
業
所

そ
の
他

お
知
ら
せ

子
育
て

高
齢
者

暮
ら
し

募
集
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